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都
城

市
民
の
願
い
が
か
な
う　

南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ　

M
iyakonojo C

ity P
ublic R

elations, M
iyazaki

みやこのじょう

◆議会だより
◆ストレスと上手に付き合いましょう
◆９月９日は救急の日
◆吉都線全線開業100周年記念イベント
◆都城島津伝承館特別展「幕末維新」近代国家への飛躍

市
職
員
の
給
与
・
定
員
状
況

◆高齢者のインフルエンザ予防接種
◆災害に対してもう一度確認！
◆借金で困ったら相談ください



給与・給与・
定員状況定員状況

区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 329,908 円 43.3 歳

区　分 都城市 国

期末・
勤勉手当

期末手当 勤勉手当

全
て
本
市
と
同
じ
で
す

 6月期 1.225月 0.675月

12月期 1.375月 0.675月

計 2.600月 1.350月

職制上の段階などによる加算措置有

退職手当

自己都合 定年

勤続20年 23.03月分 28.7875月分  

勤続25年 32.83月分 38.955月分

勤続35年 46.55月分 55.86月分

最高限度 55.86月分 55.86月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　　　2～ 20％加算
※平成 25 年 4月 1日から段階的に
　引き下げを実施しています

扶養手当
配偶者　　　　　　    月額13,000円

配偶者以外　 1人につき月額6,500円

住居手当 借家　                 最高月額27,000円

通勤手当
交通機関利用者 　最高月額55,000円

交通用具利用者（片道2㎞以上）
                 月額2,000円～24,500円

区　分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

大学卒 276,395 円 334,418 円 366,681 円

高校卒 231,962 円 282,130 円 334,156 円

区　分
都城市

国
初任給 採用２年経過日

大学卒 172,200 円 184,200 円 本市と
同じです高校卒 140,100 円 148,500 円

❶ 人件費の状況（平成23年度普通会計決算）

❷ 給与費の状況（平成25年度普通会計予算）

❸ 職員の平均給料月額および平均年齢の状況

❹ 職員の初任給の状況

❻職員手当の状況

❺ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

※人件費には、職員給与のほか特別職や各種委員会
　委員の報酬などが含まれています

※給与費とは、一般職と特別職の給与のことです

市職員の給与・定員状況をお知らせします。市職員の給与・定員状況をお知らせします。
市職員の給与や定数は、民間給与実態調査に基市職員の給与や定数は、民間給与実態調査に基
づいた人事院勧告を受けて定められている国家づいた人事院勧告を受けて定められている国家
公務員の給与などに準じて、条例や規則で定め公務員の給与などに準じて、条例や規則で定め
ています。ています。

◎問い合わせ◎問い合わせ
　給与については　職員課　　　　給与については　職員課　　　☎☎ 2323 －－ 21192119
　定数については　行政改革課　　定数については　行政改革課　☎☎ 2323 －－ 71617161

給給与・与・
定員定員状状況況

市 員 の職
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区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事・技師 65人 6.6％
２級 79人 8.0％
３級 主査 158人 16.1％
４級 副主幹・主査 391人 39.9％
５級 副課長・主幹 193人 19.7％
６級 課長 77人 7.9％
７級 部長 18人 1.8％
計 981人 100％

区　分 給料・報酬 期末手当
市　長 940,000円 支給割合

６月期　1.40月分

12月期　1.55月分

　 計　  2.95月分

副市長(総括担当) 755,000円
副市長(事業担当) 675,000円
議　長 500,000円
副議長 420,000円
議　員 400,000円

区　分 職員数 対前年
増減数 主な増減の理由など平成24年 平成25年

一
般
行
政
部
門

議　会 10 10 ー
総　務 288 282 ▲ 6（減）戦略担当事務の見直し、まちづくり協議会事務の見直し
税　務 101 89 ▲ 12（減）総合支所税務事務の本庁への集約化

民　生 174 174 ー（増）社会福祉法人監査事務の増（減）姫城保育所の民間譲渡

衛　生 123 124 1（増）健康医療ゾーン整備事務の増（減）ごみ収集業務の見直し

農　水 129 131 2（増）６次産業化推進事務の増、全国和牛能力共進会事務の増（減）家畜埋却地調査事務の終了
商　工 29 31 2（増）中心市街地の再生事業支援事務の増、工業団地事務の増

土　木 139 139 ー（増）鷹尾・上長飯通線などの用地買収事務の増（減）高崎地区区画整理事業の見直し
小　計 993 980 ▲ 13

特
別
行
政
・

公
営
企
業
等
会
計
部
門

教　育 134 136 2（増）埋蔵文化財事務の増、美術館学芸員の欠員補充
消　防 182 182 ー
水　道 62 63 1（増）山田是川内地区簡易水道事業事務の増
下水道 32 32 ー
その他 93 92 ▲ 1（減）保険年金事務の見直しによる減
小　計 503 505 2

総合計 1,496 1,485 ▲ 11

◆部門別職員数の状況【各年４月１日現在　▲は減員】

　本市では、東日本大震災を契機とした国家公務
員の給与減額支給措置に準じ、平成 25 年７月か
ら平成 26 年３月まで、市長、副市長、教育長お
よび一般職について、給与を減額して支給してい
ます。
　その内容は、給料は、特別職▲ 10％、一般職
▲ 2.97％～▲ 5.97％、管理職手当
は▲ 10％、期末・勤勉手当は、特
別職・一般職ともに▲ 3.07％の減
額です。（②～⑥、⑧の該当する数
字から、減額を実施中）

人件費を総額3.7億円
削減しました参考

（注１）　職員数は、部門別の一般職に属する職員数（教育長を含む。）であり、地方公務員の身分を保有する休職者や派遣職員など
を含み、臨時および非常勤職員を除いています

（注２）　各部門は、国の調査（地方公共団体定員管理調査）に基づく分類であり、本市行政組織上の各部局と一致するものではあり
ません

❼ 一般行政職の級別職員数の状況

❽ 特別職の給料・報酬の状況

❾ 都城市職員の定員状況について

10職員の処分の状況
平成 24 年度に休職処分された職員は 15 人で、処分理由は 15 人とも、病気休職となっています。
懲戒処分を受けた職員総数は 2人であり、処分理由は、道路交通法違反となっています。

※表❸～❽は、平成25年4月1日現在のものです。また、表❸、❹、❺、❼は、一般行政職の状況です。

本市の人事制度の概況は、「都城市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、ホームページの「市政を身近に」≫「市職員の人事・給与等の公表」
に掲載していますので、そちらもご覧ください。

◎都城市で検索
都城市

！
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６
月
議
会
で
は
、
６
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
24
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

◆
大
規
模
な
地
震
な
ど
の
発
生
に

　

備
え
た
対
策
に
つ
い
て

質
１　

後
方
支
援
拠
点
と
し
て
の
役

割
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
１　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け

る
後
方
支
援
拠
点
に
関
す
る
協
定
を
、

２
月
８
日
に
県
と
本
市
で
締
結
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

後
方
支
援
拠
点
は
、
大
規
模
災
害
時

に
、
県
か
ら
他
県
へ
応
援
要
請
が
必
要

な
と
き
、
県
内
の
被
災
地
に
お
け
る
救

命
、
救
助
、
消
火
、
医
療
救
護
活
動
を

迅
速
に
行
う
た
め
、
そ
の
後
の
復
旧
活

平
成
平
成
2525
年
第
２
回
市
議
会
が
、
６
月
３
日
か
ら
６
月

年
第
２
回
市
議
会
が
、
６
月
３
日
か
ら
６
月
2121
日
ま
で
の

日
ま
で
の
1919
日
間
の
会
期

日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
2525
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案
2929
件
、
諮
問
３
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
、
請
願
３
件
（
全
て
継

件
、
諮
問
３
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
、
請
願
３
件
（
全
て
継

続
審
査
分
）、
報
告

続
審
査
分
）、
報
告
1212
件
の
合
計

件
の
合
計
5050
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
継
続
審
査
の

件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
継
続
審
査
の

請
願
１
件
が
不
採
択
と
な
っ
た
ほ
か
は
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
了
承
、
同
意
、
採
択
さ

請
願
１
件
が
不
採
択
と
な
っ
た
ほ
か
は
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
了
承
、
同
意
、
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
６
月
議
会

動
な
ど
に
携
わ
る
自
衛
隊
、
警
察
、
消

防
、
医
療
関
係
者
な
ど
の
広
域
支
援
部

隊
が
素
早
く
参
集
す
る
活
動
の
拠
点
と

な
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
高
城
運
動
公

園
を
後
方
支
援
拠
点
と
し
て
、
現
在
計

画
中
の
屋
内
練
習
場
を
含
め
て
、
県
が

専
用
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

質
２　

都
城
志
布
志
道
路
が
防
災
面

で
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２　
「
防
災
の
道
」
と
し
て
の
役
割

は
、
仮
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
日
向
灘
沖
の
大

津
波
に
よ
り
、
沿
岸
部
は
甚
大
な
被
害

が
予
想
さ
れ
、
本
市
に
は
、
交
通
網
が

寸
断
さ
れ
た
被
災
地
へ
人
的
、
物
的
な

支
援
を
行
う「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
テ
ィ
」

と
し
て
の
機
能
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
、
新

燃
岳
噴
火
や
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
の

災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
志
布

志
港
や
沿
岸
都
市
か
ら
の
支
援
を
確
保

す
る
た
め
の
「
防
災
道
路
」
と
し
て
の

役
割
を
担
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

◆
都
城
市
に
お
け
る
救
急
業
務
の

　

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

質
１　

過
去
３
年
間
の
救
急
業
務
出

動
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
１　

22
年
が
７
、３
３
４
件
、
23
年

が
７
、７
４
３
件
、
24
年
が
７
、８
３
５

件
の
救
急
出
動
が
あ
り
、
２
年
間
で

５
０
１
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
２　

救
急
業
務
の
課
題
と
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２　

消
防
局
は
、
南
北
４
署
所
の

救
急
車
６
台
で
救
急
要
請
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

管
内
の
救
急
出
動
件
数
は
年
々
増
加

し
て
い
て
、
特
に
、
寒
い
時
期
の
救
急

出
動
件
数
の
増
加
は
顕
著
で
、
６
台
全

て
の
救
急
車
が
出
動
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
24
年
中
の
医
師
会
病
院
の
ド

ク
タ
ー
カ
ー
の
出
動
が
72
件
、
県
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
が
33
件
と
現
場
で

の
医
療
連
携
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
伴

い
、
救
急
出
動
件
数
の
伸
び
が
予
想
さ

れ
、
救
急
業
務
に
お
け
る
状
況
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し

て
「
救
急
車
の
適
正
利
用
」
を
市
民
に

広
く
啓
発
し
、
救
急
出
動
件
数
の
抑
制

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
、
救
急
業
務
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

25 年度補正予算（13件）
【一般会計】 7,948 万 2千円
【特別会計】  △ 2,971 万 7千円
【水道事業会計】 △ 1,408 万 9千円

条例の制定・一部改正（８件）
◇都城市一般職の職員の給与の臨時特例に
　関する条例の制定について　　

ほか７件

その他（８件）
◇財産の取得について ほか７件

諮問（３件）
◇人権擁護委員候補者の推薦につき議会の
　意見を求めることについて　　 ほか２件

議員提出議案（３件）
◇国民健康保険における国庫負担割合の引
　き上げを求める意見書　 　　　ほか２件

請願　〔継続審査〕（３件）

報告（12件）
◇専決処分した事件の報告について

ほか 11 件

42013.9



◆
風
し
ん
予
防
対
策
に
つ
い
て

質
１　

風
し
ん
流
行
の
現
状
と
健
康

被
害
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
１　

県
感
染
症
情
報
に
よ
る
と
、

５
月
26
日
ま
で
の
間
、
都
城
保
健
所
管

内
で
は
３
人
の
感
染
報
告
が
あ
り
、
年

代
別
で
は
10
代
が
２
人
、
30
代
が
１
人

で
す
。

　

風
し
ん
の
流
行
が
及
ぼ
す
健
康
被
害

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
風
し
ん
を
発
症

し
た
こ
と
に
よ
る
ま
れ
な
合
併
症
と
し

て
、
髄
膜
炎
や
脳
炎
、
血
小
板
減
少
症

な
ど
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

妊
娠
初
期
に
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ
て

く
る
子
ど
も
に
、
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
と
呼
ば
れ
る
白
内
障
や
緑
内
障
、
難

聴
、
心
疾
患
な
ど
の
病
気
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
、特
に
妊
婦
へ
の
影
響
は
、

重
大
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
２　

妊
婦
へ
の
感
染
予
防
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２　

風
し
ん
予
防
対
策
に
つ
い
て

は
、
広
報
都
城
６
月
号
に
掲
載
し
て
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、

母
子
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
自
身
の
風
し

ん
予
防
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
３　

風
し
ん
予
防
接
種
の
公
費
助

成
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
３　

安
心
・
安
全
に
子
ど
も
を
育

て
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。　
　
　
　

　

風
し
ん
予
防
接
種
の
公
費
助
成
に
つ

い
て
、
担
当
部
課
に
対
し
、
早
急
に
検

討
す
る
よ
う
指
示
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
こ
れ
を
受
け
て
、本
市
で
も
今
年
度
、

予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
開
始
し

ま
し
た

◆
大
気
汚
染（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）に
つ
い
て

質
１　

本
市
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答
１　

市
の
状
況
は
、
都
城
高
専
測

定
局
に
お
い
て
、
５
月
22
日
に
日
平
均

値
で
72
㎍
／
㎥
、
23
日
に
74
・
６
㎍
／

㎥
と
高
い
数
値
を
観
測
し
ま
し
た
。
こ

の
原
因
に
つ
い
て
は
、
大
陸
か
ら
の
影

響
と
い
う
事
で
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
日
の
気
象
条
件
だ
け
に
よ
る

も
の
か
、
盆
地
と
い
う
地
形
の
特
性
に

よ
っ
て
密
度
が
高
く
な
っ
た
も
の
な
の

か
ど
う
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
明
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
現
在
は
数
値
も
安
定
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
注
意
深
く
推
移
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
２　

人
体
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
２　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
、
粒
子
の
大
き

さ
が
髪
の
毛
の
太
さ
の
30
分
の
１
以
下

と
非
常
に
小
さ
い
た
め
、
肺
の
奥
深
く

ま
で
入
り
や
す
く
、
ぜ
ん
息
や
気
管
支

炎
な
ど
の
呼
吸
器
系
疾
患
の
リ
ス
ク
が

上
昇
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
の
上
昇

や
循
環
器
系
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
の
疾

患
を
有
す
る
子
ど
も
や
高
齢
者
に
お
い

て
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

高
齢
者
施
設
な
ど
と
健
康
状
態
に
関
す

る
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
日
常
の
健

康
管
理
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
吉
都
線
１
０
０
周
年
事
業
に
つ
い
て

質
１　

ど
の
よ
う
な
事
業
を
計
画
し

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
１　

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
都
城
駅
は
、
今

年
の
10
月
８
日
に
開
業
１
０
０
周
年
を

迎
え
、
吉
都
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年

も
同
時
に
迎
え
ま
す
。
吉
都
線
の
利
用

促
進
や
沿
線
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
都
城
市
吉
都
線
全

線
開
業
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
を
４
月
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

実
行
委
員
会
で
の
事
業
計
画
案
で
は
、

10
月
の
開
業
に
合
わ
せ
た
記
念
式
典
や

記
念
列
車
の
運
行
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

初
め
と
し
て
、
沿
線
の
花
植
栽
や
花
壇

整
備
、
記
念
切
手
の
発
行
、
Ｊ
Ｒ
九
州

と
連
携
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
実

行
委
員
会
の
協
議
を
進
め

て
い
く
中
で
、
こ
れ
以
外

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が

出
さ
れ
て
く
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

傍聴においでください
　市議会は、３月、６月、９月、12 月の
定例会や臨時会で、市民の皆様の生活に関
係の深い議案や請願などを審議します。傍
聴席は、市役所西館６階にありますので、
ご自由においでください。
　また、ＢＴＶケーブルテレビでも、市議
会の中継放送や録画放送を行っています。
◎問い合わせ　議会事務局　☎ 23 ー 7869

「みやざきの空」では、
県内４カ所の観測地点
の情報を時間ごとにお
知らせしています。
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　医　療　機　関　名 電話番号
都　　城　　市

あきづき医院 36 ｰ 0534
あきと内科胃腸科 46 ｰ 5500
有川医院 24 ｰ 6677
有馬医院 23 ｰ 2610
安藤胃腸科外科医院 39 ｰ 2226

※ いき形成外科ひふ科クリニック 45 ｰ 0020
※ 池之上整形外科 23 ｰ 2311
いづみ内科医院 22 ｰ 7111
宇宿医院 25 ｰ 9031
鵜木循環器内科医院 26 ｰ 0008

※ おおくぼクリニック 26 ｰ 1500
大橋クリニック 37 ｰ 0539

※ 柏村内科 22 ｰ 2616
※ 仮屋医院 36 ｰ 0521
※ 仮屋外科胃腸科医院 25 ｰ 7712
川畑医院 46 ｰ 3225
北原医院 22 ｰ 4133
共立医院 22 ｰ 0213
久保原田中医院 22 ｰ 7700
黒松病院 38 ｰ 1120

※ ケイオークリニック 46 ｰ 4500
※ 児玉小児科 25 ｰ 5570
※ 小牧病院 24 ｰ 1212
坂元医院 22 ｰ 0360

※ 三州病院 22 ｰ 0230
しげひらクリニック 27 ｰ 5555

※ 庄内医院 37 ｰ 0522
※ 庄内田中医院 37 ｰ 0507
※ 城南病院 23 ｰ 2844
※ 城南クリニック 26 ｰ 3662
※ 都城新生病院 22 ｰ 0280
瀬ノ口医院 25 ｰ 5155
瀬ノ口内科放射線科医院 25 ｰ 7780
園田光正内科医院 38 ｰ 5115

※ たかお浜田医院 22 ｰ 8818

　医　療　機　関　名 電話番号
※ たき心療内科クリニック 46 ｰ 9191
田口循環器科内科クリニック 24 ｰ 0600
武田産婦人科医院 22 ｰ 0336
竹田内科医院 38 ｰ 1036

※ どいクリニック 22 ｰ 1825
とくとめクリニック 26 ｰ 1820

※ 戸嶋病院 22 ｰ 1437
※ 都北鮫島クリニック 38 ｰ 6060
※ 冨田医院 23 ｰ 4586
※ 永田病院 23 ｰ 2863
※ ながはま整形外科 46 ｰ 7188
西浦病院 25 ｰ 1119
野口脳神経外科 47 ｰ 1800
野辺医院 22 ｰ 0153
はしぐち小児科 24 ｰ 5500

※ 花房泌尿器科医院 25 ｰ 1177
※ 浜田医院 22 ｰ 1151
はまだクリニック 45 ｰ 2266
早水公園クリニック 36 ｰ 6117

※ 速見泌尿器科医院 24 ｰ 8344
原田医院 26 ｰ 3330
福島外科胃腸科医院 38 ｰ 1633
ふくしまクリニック 46 ｰ 5001
福田クリニック 46 ｰ 1122

※ 藤元上町病院 23 ｰ 4000
※ 藤元総合病院 25 ｰ 1313
※ 藤元病院 25 ｰ 1315
ベテスダクリニック 22 ｰ 1700

※ 豊栄クリニック 39 ｰ 2525
松山医院 24 ｰ 1046

※ マドコロ外科医院 22 ｰ 0138
※ 丸田病院 23 ｰ 7060
三嶋内科 24 ｰ 7171
都城フォレスト・クリニック脳神経外科 80 ｰ 4313

※ 宮永病院 22 ｰ 2015
宗正病院 22 ｰ 4380

　医　療　機　関　名 電話番号
村上循環器内科クリニック 25 ｰ 2700

※ メディカルシティ東部病院 22 ｰ 2240
※ もちお蛯原医院 21 ｰ 5355
森山内科・外科クリニック 21 ｰ 5000
柳田病院 22 ｰ 4850
柳田クリニック 22 ｰ 4862

※ やの耳鼻咽喉科 27 ｰ 5222
山内小児科医院 22 ｰ 0048

※ 横山病院（かかりつけ患者のみ）22 ｰ 2806
※ よしかわクリニック 23 ｰ 9384
※ 吉松病院 25 ｰ 1500
※ 西岳診療所 33 ｰ 1510
大岐医院 57 ｰ 2025
志々目医院 57 ｰ 2004
政所医院 58 ｰ 2171

※ 吉見病院 58 ｰ 2335
※ 吉見クリニック 58 ｰ 5633
海老原内科 64 ｰ 1211
山路医院 64 ｰ 3133
山田医院 64 ｰ 2816
教山内科医院 62 ｰ 1205
佐々木医院 62 ｰ 1103
隅病院 62 ｰ 1100

北諸県郡三股町
一心外科医院 52 ｰ 7788
岩下耳鼻咽喉科 51 ｰ 1187

※ 江夏整形外科クリニック 51 ｰ 1122
坂田医院 51 ｰ 2003

※ 大悟病院 52 ｰ 5800
※ たけしたこども医院 51 ｰ 0005
田中隆内科 52 ｰ 0301
とまり内科外科胃腸科医院 52 ｰ 1135
長倉医院 52 ｰ 2109
畠中小児科医院 52 ｰ 6000
みしま内科クリニック 51 ｰ 8100
山下医院 52 ｰ 1348

高齢者のインフルエンザ予防接種実施医療機関

※印のついている医療機関は予約が必要です。

　

こ
れ
か
ら
徐
々
に
朝
晩
が
冷
え
込

み
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節
を
迎
え

ま
す
。　

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
か
ぜ
と
は
違

い
、
抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
が
か
か
る

と
肺
炎
を
起
こ
す
な
ど
、
重
症
化
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
に
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
接
種
す

る
場
合
は
、
必
ず
医
療
機
関
に
電
話
連

絡
後
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象

・
65
歳
以
上
の
人

・
心
臓
や
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機

能
に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

が
制
限
さ
れ
る
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
人

●
費
用　

１
、２
０
０
円

　
　
　
　
（
期
間
内
に
１
回
の
み
）

※
対
象
者
で
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、

証
明
書
が
あ
れ
ば
無
料
。
そ
れ
以

外
の
人
は
、
任
意
接
種
と
な
り
ま

す
の
で
、
接
種
費
用
は
全
額
、
自

己
負
担
と
な
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23
ー
２
７
６
５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

高
齢
者
の

10
月
１
日
㈫
〜
12
月
31
日
㈫
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【
簡
単
に
で
き
る
対
処
法
】

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

　

家
族
や
職
場
の
仲
間
と
の
日
常
会
話

は
、
ス
ト
レ
ス
発
散
や
心
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
も
な
り
ま
す
。

●
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る

　

ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
趣
味
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

行
楽
な
ど
も
開
放
感
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
効
果
的
で
す
。

●
休
憩
や
休
息
を
と
る

　

集
中
し
す
ぎ
る
と
、
い
ず
れ
緊
張
の

糸
が
切
れ
て
疲
れ
を
強
く
感
じ
て
し
ま

い
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
し
た
り
、
腹
式
呼
吸
を
行
な
っ
た

り
し
て
、
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、

十
分
な
睡
眠
も
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
24
年
度
の
国
内
の
自
殺
者
数
は
、

２
万
７
、８
５
８
人
。
交
通
事
故
に
よ

る
死
亡
者
数
４
、４
１
１
人
と
比
較
す

る
と
約
６
・
３
倍
と
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
の
背
景
に
は
、
健
康
や
経
済
問
題

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
が
要
因

と
な
っ
て
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
あ
な
た
の
大
切
な
命
を
守

る
た
め
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
対
処
法

を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
23
ー
２
９
８
０

ス
ト
レ
ス
と
は

　

ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
部
か
ら
刺
激
を

受
け
て
体
に
起
こ
る
反
応
と
、
そ
の
原

因
と
な
る
刺
激
の
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
ボ
ー
ル
を
指
で
押
す
と
へ
こ
み
ま

す
が
、
こ
の
へ
こ
み
や
へ
こ
み
を
起
こ

す
力
が
ス
ト
レ
ス
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
聞
く
と
、
嫌
な
こ
と
や

つ
ら
い
こ
と
ば
か
り
連
想
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、出
産
や
進
学
、

就
職
な
ど
、
う
れ
し
い
出
来
事
も
ス
ト

レ
ス
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
す
ぎ
る
と

　

圧
迫
が
強
す
ぎ
た
り
、
長
す
ぎ
た
り

す
る
と
ボ
ー
ル
の
へ
こ
み
が
戻
ら
な
く

な
る
よ
う
に
、
人
間
の
体
も
ス
ト
レ
ス

が
強
す
ぎ
た
り
、
長
く
さ
ら
さ
れ
た
り

す
る
と
食
欲
の
減
退
や
睡
眠
不
足
に
つ

な
が
り
、
体
調
を
く
ず
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
が
長

く
続
く
と
心
も
体
も
悲
鳴
を
上
げ
、
さ

ら
に
体
調
を
崩
し
、

心
の
病
気
に
か
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

自
分
の
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
を
知
ろ
う

　

特
徴
的
な
サ
イ
ン
は
、

気
持
ち
が
落
ち
込
む
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
眠
れ

な
い
、疲
れ
や
す
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
人
に
よ
っ
て
は
、
歯
が
痛
む
、

腰
痛
、
耳
鳴
り
な
ど
特
有
の
サ
イ
ン
が

で
る
こ
と
も
あ
り
、
自
分
特
有
の
サ
イ

ン
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方

　

ス
ト
レ
ス
は
、
吐
き
出
し
た
り
軽
く

し
た
り
し
て
、
上
手
に
付
き
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分

に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
見
つ
け

て
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

気
に
な
る
症
状
が
長
く
続
く
と
き

は
、
専
門
機
関
に
相
談
し
て
、
自
分
な

り
の
対
処
法
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

９月10日㈫～16日㈪は
自殺予防週間

〈電話相談窓口〉
○こころの電話
（精神保健福祉センター内）
月～金曜日　９時～ 19 時　
☎ 0985－32－5566
○宮崎自殺防止センター
水・金・日曜日　20 時～ 23 時
☎ 0985－77－9090
○鹿児島いのちの電話
※ 24 時間対応
☎ 099－250－7000
〈相談機関〉
○都城保健所
こころの健康相談
（精神科医が相談に応じます。要予約）
☎ 23－4504
※保健師による相談は随時受け付け
○宮崎県精神保健福祉センター
精神科医による診療相談、ストレス専
門診療相談、一般診療相談、薬物関連
診療相談、思春期精神保健診療相談
※要予約
☎ 0985－27－5663
○市役所福祉課
☎ 23－2980
○各総合支所市民生活課
〈相談窓口情報サイト〉
○みやざきこころ
　青Ｔねっと

１人で悩まずに、
早めの相談を
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安
全
な
避
難
路
の
確
認

　

最
寄
り
の
避
難
所
ま
で
の
経
路
は
、

あ
ら
か
じ
め
自
分
た
ち
で
決
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
災
害
時
に
開
設
さ
れ
る
避

難
所
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

正
確
な
情
報
収
集
と
自
主
避
難

　

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の

最
新
の
気
象
情
報
や

避
難
情
報
を
入
手
し

ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
で
は
、
雨

雲
レ
ー
ダ
ー
や
降
水
量

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
雨
の
降
り

方
や
河
川
の
水
位
に
注
意
し
、
危
険
を

感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

「
防
災
の
日
」
は
、
大
正
12
年
９
月
１
日
に
起
き
た
関
東
大
震
災
を
教
訓
に
、

こ
の
時
期
に
多
い
台
風
に
対
す
る
心
構
え
の
意
味
も
含
め
て
、
昭
和
35
年
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
家
庭
内
で
、

非
常
時
の
連
絡
手
段
や
避
難
所
の
確
認
、
地
域
で
の
防
災
活
動
な
ど
、「
自
助
」

「
共
助
」
の
充
実
を
図
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
防
災
の
日
を
機
に
、
災

害
に
備
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
も
う
一
度
家
族
で
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　

 

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23
ー
２
１
２
９

避
難
時
の
心
掛
け

　

避
難
す
る
と
き
は
動
き
や
す
い
格
好

で
１
人
で
行
動
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
２

人
以
上
で
の
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

地
域
を
守
る
自
主
防
災
組
織

　

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
意
識
・
連
帯
感
に
基
づ
き
自

主
的
に
結
成
さ
れ
た
組
織
が
「
自
主
防

災
組
織
」
で
す
。

　

災
害
時
に
は
、
身
近

な
情
報
や
市
役
所
な
ど

か
ら
の
広
報
連
絡
を
い

ち
早
く
地
域
住
民
に
伝

達
し
、
災
害
の
状
況
に

応
じ
て
地
域
住
民
を
避

難
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

気
象
情
報
や
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

の
発
令
状
況
な
ど
の
各
種
防
災
情
報
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
配
信
内
容
】

・
避
難
準
備
情
報

・
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

・
避
難
所
の
開
設
状
況

・
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報

・
火
災
発
生
情
報

・
そ
の
他
の
重
要
災
害
情
報

　気象庁では、８月 30 日から、特別警報の運用
を開始しました。
　特別警報とは、大雨、暴風、地震、津波などに
より重大な災害による危険性が非常に高まった場
合に、特別な警戒を呼び掛けるために発表するも
のです。
　特別警報が発表された場合、
その地域は数十年に一度しかな
いような非常に危険な状況にあ
ります。屋外の状況や、避難指示・
勧告などに従い、ただちに命を
守るための行動を取ってくださ
い。
　特別警報の詳細は、気象庁ホームページで確認
ください。
◎特別警報に関する問い合わせ
　宮崎地方気象台防災業務課
　☎0985 ｰ 25 ｰ 4032

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

災
害
情
報
が
メ
ー
ル
で

受
け
取
れ
る
宮
崎
県
防
災
・

防
犯
メ
ー
ル
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
！

【
登
録
方
法
】

　

携
帯
電
話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
宮

崎
県
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

（https:// w
w
w
.fastalarm

.jp/
m
iyazaki/

）
に
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る

か
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

※
免
責
事
項
に
留
意

　

の
上
、
登
録
し
て　

　

く
だ
さ
い

　
◎
問
い
合
わ
せ

　

宮
崎
県
危
機
管
理
課

　

☎
０
９
８
５
ー
26
ー
７
０
６
４

災
害
に
対
し
て

災
害
に
対
し
て

　
　

も
う
一
度
確
認
！

　
　

も
う
一
度
確
認
！

気
象
庁

特別警報の
運用が始まりました。

警戒！

82013.9



「
救
急
の
日
」
は
、
昭
和
57
年
に
救
急

医
療
や
業
務
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
定
め
ら
れ
、
こ
の
日
を
含

む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し

て
全
国
各
地
で
救
急
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
回

は
、
都
城
圏
域
の
救
急
医
療
を
支
え
て

い
る
、
都
城
市
郡
医
師
会
病
院
（
以
下

「
医
師
会
病
院
」）
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23
ー
２
７
６
５

ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
は
？

　

医
師
が
救
急
現
場
に
一
刻
も
早
く
駆

け
つ
け
て
、
治
療
を
行
う
た
め
の
専
用

の
自
動
車
で
す
。
事
故
な
ど
で
救
出
に

時
間
を
要
す
る
場
合
や
、
医
療
機
関
ま

で
の
搬
送
距
離
が
遠
い
地
域
で
の
救
命

率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

24
時
間
対
応
、
積
極
的
な
出
動
！

　

医
師
会
病
院
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、

平
成
17
年
度
よ
り
運
用
を
開
始
し
、
救

急
科
医
師
を
中
心
に
、
外
来
看
護
師
や

救
急
業
務
調
整
員
で
構
成
し
、
診
療
時

間
内
は
病
院
か
ら
の
出
動
、
時
間
外
は

院
外
で
い
つ
で
も
連
絡
が
つ
く
よ
う
に

待
機
し
、
24
時
間
対
応
で
き
る
よ
う
に

複
数
の
借
り
入
れ
で
陥
る
多
重
債
務
。

そ
の
原
因
は
、
無
計
画
な
借
り
入
れ

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

過
剰
な
買
い
物
、
病
気
に
よ
る
借
り

入
れ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し
か
し
、

一
度
陥
る
と
、
一
人
で
は
解
決
が
難

し
い
問
題
で
す
。
支
払
い
が
で
き
ず

困
っ
て
い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
文
化
課　

☎
23
ー
７
１
８
０

多
重
債
務
に
陥
る
と

　

借
金
の
返
済
の
た
め
に
借
金
を
繰

り
返
す
こ
と
で
さ
ら
に
状
況
を
悪
化

さ
せ
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
繰
り
返

さ
れ
る
取
り
立
て
に
、
精
神
的
な
余

裕
を
な
く
し
、
冷
静
な
判
断
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
ヤ
ミ
金
融
に
手
を
出

し
た
り
、
将
来
を
悲
観
し
て
、
自
殺

し
た
り
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

多
重
債
務
に
陥
っ
た
ら

　

返
済
の
た
め
に
、
ヤ
ミ
金
融
や
無

登
録
業
者
か
ら
の
借
り
入
れ
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
国
や
県
・
市
の

相
談
窓
口
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
に

相
談
し
て
問
題
の
解
決
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
１
９
番
通
報
時
点
で
「
機

械
に
巻
き
込
ま
れ
た
」「
車
に
は
ね
ら

れ
た
」「
車
両
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い

る
」
な
ど
の
場
合
、
傷
病
者
の
負
傷
程

度
に
関
わ
ら
ず
積
極
的
に
出
動
し
て
い

ま
す
。
平
成
24
年
度
は
都
城
・
曽
於
圏

域
な
ど
で
85
件
出
動
し
て
い
て
、
今
年

度
は
さ
ら
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
４
月
か
ら
運
行
開
始
さ
れ
た

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
同
時
に
出
動
し
た
場

合
に
は
、
宮
崎
大
学
附
属
病
院
な
ど
の

他
の
医
療
機
関
と
連
携
・
搬
送
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

大
規
模
災
害
も
想
定

　

平
成
23
年
度
は
災
害
発
生
時
に
対
応

で
き
る
よ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た

医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
と
し
て
、

宮
崎
県
と
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
協
定
を
結

び
、
県
内
で
の
多
数
傷
病
者
発
生
事
案

や
災
害
だ
け
で
な
く
、
東
日
本
大
震
災

の
よ
う
な
、
全
国
規
模
の
災
害
で
の
運

用
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
会
病
院
は
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
活

用
し
て
、
一

人
で
も
多
く

の
命
を
救
う

た
め
、
日
々

救
急
医
療
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
通
常
の
相
談
に

加
え
て
、
月
に
一
回
の
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
予
約
制
で
一
人
30
分
程
度

と
な
り
ま
す
。
事
前
に
消
費
生
活
相
談

員
と
打
ち
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

●
相
談
専
用
窓
口

　

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
東
館
２
階　

生
活
文
化
課
内
）

　

☎
23
―
７
１
５
４

●
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

を
除
く

９
月
９
日
は
、

借
金
で
困
っ
た
ら
、焦
ら
ず
、悩
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い
！

　近年、景気低迷によるリストラや病気
などからくる生活苦に加え、身近にあり
手続きが簡単なキャッシングやクレジッ
トなどのカード契約の無計画な利用を続
けた結果、返済ができなくなる人が、増
えています。
　お金を借りる前に、まず、本
当に必要なのか、計画的に返済
できるのかをよく考えましょう。

多重債務に陥らないために

救
急
の
日！
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た
ち
が
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
、
通
院

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
足

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

吉
都
線
全
線
開
業

１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

●
期
日　

10
月
14
日
㈪　

鉄
道
の
日

●
場
所　

都
城
駅
周
辺

●
内
容　

環
霧
島
周
遊
列
車
の
運
行

や
、
１
０
０
周
年
記
念
写
真
展
、
物
産

展
、
抽
選
会
な
ど

●
そ
の
他　

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
谷
頭
駅
と
高

崎
新
田
駅
周
辺
で
は
、
10
月
14
日
㈪
、

せ
ん
ぐ
ま
き
や
軽
ト
ラ
市
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

都
城
市
吉
都
線
全
線
開
業
１
０
０

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

☎
23
―
２
６
１
５

吉
都
線
１
０
０
周
年
記
念
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
期
日　

10
月
14
日
㈪

●
集
合
場
所　

都
城
駅

●
参
加
料　

無
料

　

都
城
駅　

☎
23
―
３
９
５
４

吉
都
線
沿
い
を
歩
く

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
期
日　

11
月
４
日
㈪

●
集
合
場
所　

都
城
駅

●
参
加
料　

２
、０
０
０
円

　

９
月
19
日
㈭
ま
で
に
ボ
ン
パ
ク

事
務
局　

☎
46
―
５
２
５
３

全
線
開
業
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
た
吉
都
線

　

吉
都
線
は
、
都
城
駅
と
吉
松
駅
（
鹿

児
島
県
湧
水
町
）
を
結
ぶ
全
長
61
・
６

㌔
の
Ｊ
Ｒ
九
州
の
鉄
道
路
線
で
す
。

　

吉
都
線
は
大
正
元
年
（
１
９
１
２
）

鹿
児
島
本
線
吉
松
駅
か
ら
分
岐
し
て
、

小
林
駅
ま
で
、
そ
の
翌
年
に
は
都
城
駅

ま
で
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昨
年
度
か
ら
吉
都
線
の
17
駅
（
う
ち
市

内
７
駅
）
は
、
開
業
１
０
０
周
年
を
祝

う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

吉
都
線
は
、明
治
43
年
（
１
９
１
０
）

の
帝
国
議
会
で
決
定
し
た
路
線
区
間
、

吉
松
〜
小
林
〜
高
岡
〜
宮
崎
で
あ
っ
た

も
の
が
、
そ
の
翌
年
、
小
林
〜
都
城
〜

宮
崎
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

都
城
駅
周
辺
に
あ
っ
た
陸
軍
連
隊
司
令

部
を
、
熊
本
駅
や
小
倉
駅
と
結
ぶ
必
要

が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
吉
都
線
は
当
初
、
宮
崎
線
と

い
う
名
称
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
宮
崎

本
線
、
日
豊
本
線
、
吉
都
線
と
名
称
を

変
え
な
が
ら
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

吉
都
線
が
果
た
し
て
き
た
役
割

　

昭
和
30
年
代
後
半
の
高
度
経
済
成
長

期
に
は
、
都
城
駅
や
吉
都
線
の
各
駅
か

ら
、
中
学
校
や
高
校
を
卒
業
し
た
子
ど

も
た
ち
が
、
関
東
や
関
西
な
ど
の
都
市

部
で
仕
事
を
す
る
こ
と
を
夢
見
て
旅

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人

今
年
、
全
線
開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
吉
都
線
。
各
駅
で
は
、
昨
年
度
か
ら

今
年
、
全
線
開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
吉
都
線
。
各
駅
で
は
、
昨
年
度
か
ら

１
０
０
周
年
を
祝
う
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
周
年
を
祝
う
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、

本
市
で
は
、
1010
月月
1414
日
㈪
に
都
城
駅
で
記
念
式
典
や
関
連
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
㈪
に
都
城
駅
で
記
念
式
典
や
関
連
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
市
吉
都
線
全
線
開
業

都
城
市
吉
都
線
全
線
開
業
１
０
０

１
０
０
周
年
記
念
事
業

周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局　

☎☎
2323
ーー
２
６
１
５

２
６
１
５      

線
路
で
つ
な
い
で
１
０
０
周
年
。

明
る
い
未
来
が
吉
都
く
る
。

き
っ
と

吉
都
線
全
線
開
業

１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
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ペ
リ
ー
が
神
奈
川
沖
に
来
航
し
た

嘉か

永え
い

６
年
（
１
８
５
３
）
か
ら
、

１
６
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ペ
リ
ー

の
来
航
を
き
っ
か
け
に
、
幕
府
は
開

港
へ
と
踏
み
切
り
、
時
代
は
大
き
く

動
き
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
近
代
化
の
扉
を
開
い

た
幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
た
鹿
児
島

藩
と
、
そ
の
私
領
で
あ
っ
た
都
城
の

人
々
も
、
変
革
の
う
ね
り
の
中
を
生

き
抜
き
ま
し
た
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、
日
本
史
上
、

最
大
の
変
革
期
に
近
代
国
家
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
た
人
々
の
姿
を
、
貴

重
な
史
料
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
城
島
津
邸　

☎
23
ー
２
１
１
６

【
特
別
展
の
見
ど
こ
ろ
】

ペ
リ
ー
来
航
と
開
国

　

近
代
日
本
の
は
じ
ま
り
は
、
ア
メ

リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
の
司
令
長
官
で

あ
っ
た
ペ
リ
ー
の
来
航
で
す
。

　

こ
の
と
き
幕
府
は
、
軍
事
力
を
背
景

と
し
た
ペ
リ
ー
の
開
国
要
求
に
、
あ
く

ま
で
戦
争
を
避
け
る
と
い
う
「
避
戦
」

の
態
度
を
貫
き
ま
し
た
。
そ
の
前
後
の

状
況
を
、
絵
図
や
絵
巻
物
な
ど
を
も
と

に
紹
介
し
ま
す
。

島
津
久
光
と
誠
忠
組

　

幕
末
維
新
期
に
幕
府
の
表
舞
台
に
登

場
し
た
島
津
久
光
。
彼
と
そ
の
家
臣
西

郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通
の
動
向
、
勝
海

舟
ら
主
要
な
人
物
と
の
関
係
に
も
触
れ

て
紹
介
し
ま
す
。

都
城
の
幕
末
維
新

　

島
津
久
光
の
命
を
受
け
て
、
京
都
に

向
け
て
出
発
し
た
都
城
領
主
島
津
久
静

と
、
彼
を
取
り
巻
く
家
臣
た
ち
の
活
躍

を
紹
介
し
ま
す
。

◎
特
別
展
記
念
講
演
会
（
無
料
）

「
幕
末
維
新
の
都
城
と
島
津
家
」

　

幕
末
の
日
本
の
動
向
を
絡
め
て
、
島

津
家
や
都
城
島
津
家
の
人
々
の
活
躍
を

紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
23
日
㈪

　
　
　
　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

愛
知
学
院
大
学
名
誉
教
授
黒

田
安
雄
さ
ん
に
よ
る
講
演
ほ
か

◎
学
芸
員
の
特
別
展
解
説
講
座（
無
料
）

「
も
っ
と
知
り
た
い
！

　
　
　

都
城
の
幕
末
維
新
」

　

今
回
の
展
示
史
料
の
中
か
ら
、
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
出
来
事
や
歴
史
的
な
意
義

に
つ
い
て
、
都
城
島
津
邸
の
学
芸
員
が

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
26
日
㈯　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
島
津
伝
承
館

●
定
員　

25
人
（
申
し
込
み
順
）

※
９
月
25
日
㈬
か
ら
受
け
付
け
開
始

島
津
久
光
と
島
津
久ひ
さ

静な
が

ペリー久里浜来航の図
江戸東京博物館蔵

島津久光肖像画
鹿児島県歴史資料センター黎明館蔵

海舟日記
江戸東京博物館蔵

●
会　

期　

10
月
12
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰　

※
月
曜
日
休
館

　
　
　
　
　
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料　

大
人　
　
　
　
　
　

３
０
０
円
（
２
５
０
円
）

　
　
　
　
　

高
校
生
・
大
学
生　

２
５
０
円　
（
２
０
０
円
）

　
　
　
　
　

中
学
生　
　
　
　
　

２
０
０
円
（
１
５
０
円
）

　
　
　
　
　

小
学
生　
　
　
　
　

１
５
０
円
（
１
０
０
円
）

　
　
　
　
　

※
（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
。

　
　
　
　
　
　

本
宅
は
別
途
、
小
学
生
以
上
１
０
０
円

平
成
25
年
度
都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展

近
代
国
家
へ
の
飛
躍

﹁
幕
末
維
新
﹂
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City of Miyakonojo Topics
全
国
の
牛
飼
い
母
ち
ゃ
ん
が
大
集
結

全
国
モ
ー
モ
ー
母
ち
ゃ
ん
の
集
い

全
国
の
肉
牛
・
酪
農
経
営
に
携
わ
る

女
性
の
交
流
を
深
め
る
全
国
モ
ー
モ
ー

母
ち
ゃ
ん
の
集
い
in
み
や
ざ
き
が
、
７

月
16
日
、
17
日
の
２
日
間
、
総
合
文
化

ホ
ー
ル
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
外
か
ら
の
参
加
者
を
含
む
約
８
０
０

人
が
集
結
。
参
加
者
ら
は
、
口
蹄
疫
の

体
験
談
か
ら
日
頃
の
防
疫
の
必
要
性

や
、
獣
医
師
か
ら
元
気
で
健
康
な
子
牛

を
育
て
る
方
法
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
に
出
演
し
た
本

多
京
子
さ
ん
（
川
南
町
）
は
「
宮
崎
は

元
気
で
す
。
口
蹄
疫
の
と
き
の
支
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
全
国
に

向
け
て
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
力
を
合
わ
せ
て
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

笛
水
夏
祭
り

笛
水
夏
祭
り
が
７
月
20
日
、
笛
水
小

中
学
校
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
、
東
北
大
震
災
の
被
災
地

の
復
興
を
願
い
「
子
供
屋
台
村
」
を
開

設
。
益
金
を
被
災
地
へ
送
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
賛
同
し
た
人
た
ち
が
、
手
作
り

の
し
お
り
や
は
が
き
な
ど
思
い
思
い
の

商
品
を
手
に
取
り
購
入
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
内
で
は
、
郷
土
芸
能

の
べ
ぶ
踊
り
や
地
つ
き
歌
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
夏
季
休
暇
で
帰
省
し
て

い
た
中
村
春は
る
か華
さ
ん
（
名
古
屋
市
）
は

「
夫
の
実
家
で
す
が
、
帰
っ
て
く
る
と

ホ
ッ
と
し
ま
す
ね
」
と
、
久
し
ぶ
り
の

ふ
る
さ
と
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

暑
さ
に
負
け
ず
限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ジ
ュニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　

第
７
回
き
り
し
ま
ん
ぢ
だ
ジ
ュ
ニ
ア

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
７
月
28
日
、

観
音
池
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
外
か
ら
小
中
学
生
約
１
７
０
人
が
出

場
。
競
技
は
、
水
泳
、
自
転
車
、
長
距

離
走
を
一
人
で
こ
な
す
個
人
の
部
と
、

３
人
一
組
で
た
す
き
を
つ
な
ぐ
家
族
リ

レ
ー
の
部
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
大
人

顔
負
け
の
熱
い
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
小
学
４
年
生
の
部
で
優
勝
し
た

大
嶋
力ち
か
らく
ん
（
八
代
市
立
千せ
ん
ち
ょ
う丁
小
）
は

「
今
回
は
ラ
ン
の
タ
イ
ム
が
よ
か
っ
た
。

来
年
は
今
年
の
総
合
タ
イ
ム
を
上
回
り

た
い
」
と
早
く
も
次
の
目
標
を
見
据
え

て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
つ
な
ぐ
地
域
の
伝
統
行
事

穂
満
坊
地
区
揚
げ
馬
祭
り

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
高
城
町
穂
満
坊
地
区
の
揚
げ
馬

祭
り
が
７
月
27
日
、
諏
訪
神
社
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
安
土
桃
山
時
代
に

朝 

鮮
出
兵
し
、病
死
し
た
北ほ

ん
ご
う郷

忠た
だ
と
ら虎

を
、

息
子
長な

が
ち
よ
ま
る

千
代
丸
が
弔
っ
た
こ
と
が
始
ま

り
と
さ
れ
る
同
祭
り
に
は
、
地
元
の
住

民
ら
80
人
が
参
加
。
殿
様
の
名
代
の
稚

児
な
ど
に
扮
し
た
参
加
者
ら
が
歴
史
絵

巻
さ
な
が
ら
に
地
域
を
練
り
歩
き
、
境

内
で
舞
な
ど
を
奉
納
し
ま
し
た
。
新
地

貴
文
さ
ん
は
「
祭
り
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
出
来
事
や
そ
の
意
味
も
勉
強
し

て
参
加
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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世
界
へ
飛
躍「
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
現
地
調
査

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
世
界
推
薦
申
請
に

係
る
現
地
審
査
が
、
７
月
28
日
、
29
日

の
２
日
間
、
霧
島
山
周
辺
の
ジ
オ
サ
イ

ト
（
地
形
や
地
質
を
観
察
で
き
る
場

所
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
委
員
会
の
３
人
が
、
御
池
や
関
之

尾
滝
な
ど
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
審
査
。
関

之
尾
滝
で
は
、
関
之
尾
迎
え
人
が
出
迎

え
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
関
連
し
た
関
之
尾

お
う
穴
の
説
明
方
法
や
地
域
と
ジ
オ
サ

イ
ト
と
の
関
り
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
審
査
を
経
て
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
委
員
会
の
推
薦
が
決
定
し
た

場
合
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
加
盟
申

請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

野
生
鳥
獣
に
負
け
な
い
ぞ
！

サ
ル
サ
ミ
ッ
ト

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
を
話
し

合
う
み
や
ざ
き
サ
ル
サ
ミ
ッ
ト
が
、
８

月
２
日
、
３
日
の
２
日
間
、
高
城
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
か
れ
ま
し

た
。
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
む
県
内

の
モ
デ
ル
集
落
な
ど
か
ら
約
１
２
０
人

が
参
加
。
島
根
県
美
郷
町
の
鳥
獣
被
害

対
策
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
活
性
化
の
手

法
や
、
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
集
落
づ

く
り
を
行
う
モ
デ
ル
集
落
の
取
り
組
み

を
学
び
ま
し
た
。
松
田
芳
美
さ
ん
（
高

城
町
有
水
）
は
「
地
域
全
体
で
鳥
獣
を

増
や
す
原
因
と
な
る
食
べ
物
を
捨
て
な

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
活
動

事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

恒
久
平
和
を
誓
う

戦
没
者・空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式

  

明
治
以
降
の
大
戦
の
戦
没
者
・
殉
職

者
と
昭
和
20
年
の
都
城
空
襲
の
犠
牲
者

を
慰
霊
す
る
戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合

同
追
悼
式
が
８
月
６
日
、
総
合
文
化
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。式
典
に
は
、

遺
族
や
関
係
者
ら
約
７
４
０
人
が
参

列
。
１
分
間
の
黙
と
う
の
後
、
池
田
市

長
が
追
悼
の
辞
を
捧
げ
、
戦
没
者
、
殉

職
者
お
よ
び
空
襲
犠
牲
者
７
、３
３
３

柱
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
西

小
学
校
の
５
・
６
年
生
１
５
２
人
が
平

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
わ
る
代
わ
る

暗
唱
し
た
後
、「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

な
ど
を
合
唱
し
、
平
和
へ
の
思
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

大
自
然
を
思
い
切
り
満
喫
！

キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ
ク

小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
都
城
の
魅

力
を
体
感
し
楽
し
む
キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ
ク

が
、
７
月
27
日
か
ら
８
月
27
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
４
日
、
安
久
町

で
行
わ
れ
た
「
自
然
ウ
オ
ー
ク
、
泥
ん

こ
遊
び
、川
の
生
き
物
を
見
つ
け
よ
う
」

に
は
、
親
子
30
組
が
参
加
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
田
ん
ぼ
に
放
た
れ
た

ニ
ジ
マ
ス
を
捕
ま
え
、
慣
れ
な
い
手
つ

き
で
さ
ば
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に

空
き
缶
を
使
っ
て
ご
飯
も
炊
き
、
空
腹

の
お
腹
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
内
田

一か
ず
き輝
君
（
南
小
５
年
）
は
「
初
め
て
魚

を
料
理
し
た
け
ど
上
手
に
で
き
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
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Smiling  Faces  of  Miyakonojo

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
40

年
以
上
続
け
、
社
団
法
人
日
本

善
行
会
の
善
行
金
賞
を
県
内
で
初
め
て

受
賞
し
た
の
が
、
谷
口
ミ
チ
さ
ん
（
金

田
町
・
83
歳
）
で
す
。

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
小
学
校
の
教
員

を
し
て
い
た
谷
口
さ
ん
。
当
時
、
子
ど

も
を
預
か
っ
て
く
れ
る
保
育
園
が
な

か
っ
た
た
め
退
職
し
、
子
育
て
の
傍
ら

沖
水
地
区
の
婦
人
部
長
を
引
き
受
け
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積

極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

沖
水
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
を
見
守
り
続
け
て
18
年
。
子
ど
も
た

ち
の
中
に
は
、
親
子
２
代
に
わ
た
っ
て

見
守
っ
た
人
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

長
年
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
見
守
っ
て
き
た
お
礼
に
と
、
下
金
田

子
ど
も
会
か
ら
手
作
り
の
感
謝
状
を
も

ら
い
「
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
、
何

よ
り
も
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま

す
。

　

交
通
安
全
活
動
の
他
に
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
や
補
導
員
の
活
動
に
飛
び
回

る
日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。「
人

の
た
め
に
働
く
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と

思
う
根
底
に
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
両

親
の
姿
を
見
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
と

言
い
ま
す
。「
長
年
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
や
保
護
司
な
ど
の
活
動
を
す
る

父
親
と
、
人
の
た
め
に
気
配
り
を
欠
か

さ
な
い
母
親
の
姿
が
目
に
焼
き
つ
い
て

い
る
」と
両
親
の
思
い
出
を
話
し
ま
す
。

　
「
今
回
の
受
賞
も
、
私
一
人
で
は
無

理
な
こ
と
。
夫
や
家
族
、
周
り
の
人
た

ち
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
頂
い
た
賞
な
ん
で
す

よ
」
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
は
「
女
性
が
も
っ
と
、
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
活
躍
で
き
る
と
い
い
。
そ
れ

に
は
、
周
り
の
人
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
な
の
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

今
後
も
、「
健
康
で
あ
る
限
り
、
自

分
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
、
意
欲
的
な
活
動

を
見
据
え
て
い
ま
す
。

谷口　ミチ さん

人のために働くことが喜び
社団法人　日本善行会
善行金賞受賞
社団法人　日本善行会　都城支部長
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●材料（４人分）
　里芋…220g　青菜（ホウレン草・大根葉など）…100g
　豆腐…1/3丁　いりごま（白）…大さじ２　みそ…30g
　ピーナツ粉…大さじ１　砂糖…大さじ２　酒…大さじ１
　濃口しょうゆ…小さじ１　飾り用ごま…小さじ１

●下準備
　里芋…皮つきのままゆで、皮をむいて適当な大きさに切る
　青菜…さっとゆがき、水気を切り３㎝位の長さに切る
　豆腐…さっと湯通しをし、水気を切る

●作り方
①すり鉢でいりごまをよくする
②すったごまの中に、みそ、豆腐、ピーナツ粉、砂糖、酒、
　しょうゆを入れ、すり混ぜる
③②の中に、里芋と青菜を入れて混ぜる
④器に盛り、ごまを散らす

里芋は、加熱すると消化吸収し
やすくなるのが特徴です。芋

類の中でもカロリーが低く、ビタ
ミンＢやＣを含むので、腸の働き
を助けます。

※ 1人分 154kcal、塩分 1g

◎問い合わせ　健康課　☎ 23 ｰ 2765

毎月19日は、「食育の日」
 ～家族そろって食事を楽しみましょう～

いもんぬたを少しつぶし、野菜（ニンジン、
粒コーンなど）、ツナ缶などを加えて丸め、小
麦粉、卵、パン粉を付けて油で揚げると、コロッ
ケに大変身します。

下ゆでした後、冷凍保存しておくと便利
です。解凍はレンジで行い、煮物に使う
場合は、凍ったまま使えます。

いもんぬた

今
月
は
、
高
原
町
、
湧
水
町
の

物
産
販
売
所
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

か
ん
き
り
し
ま
た
ん
ぼ
うVol.17

※
環
霧
島
圏
域
の

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

を
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

し
て
い
ま
す

杜
の
穂
倉

　

高
原
町
に
あ
る
杜も

り

の
穂ほ

く
ら倉

で
は
、
農

事
組
合
法
人
「
は
な
ど
う
」
で
収
穫
し

た
、
米
・
麦
・
菜
種
・
金
ご
ま
を
使
用

し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
栽
培
か
ら
収
穫
・
加
工
・
販

売
ま
で
、
心
を
込
め
て
手
が
け
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
購
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、
新
鮮
な
野
菜
・
果
物
を
は
じ
め
、

惣
菜
・
パ
ン
・
お
菓
子
な
ど
地
元
生
産

者
が
栽
培
・
製
造

し
た
商
品
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
ど

れ
も
こ
こ
で
し
か

手
に
入
ら
な
い「
杜

の
穂
倉
」
だ
け
の

自
慢
の
特
産
品
で

す
。

●
所
在
地　

　

高
原
町
大
字
蒲
牟
田
７
８
８

－

２

●
営
業
時
間　

９
時
〜
18
時

◎
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
９
８
４

－

42

－

１
８
３
９

観
光
物
産
販
売
所
栗
太
郎
館

　

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
栗

野
駅
の
切
符
売
場

隣
に
あ
る
観
光
物

産
販
売
所
「
栗
太

郎
館
」。
平
成
23

年
12
月
に
オ
ー
プ

ン
し
て
以
来
、
県

内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
新
鮮
野
菜
は
も
ち

ろ
ん
、
湧
水
町
の
特
産
品
や
お
弁
当
、

工
芸
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
３
土
曜
日
に
は
「
栗

太
郎
館
土
曜
市
」
を
開
催
。
特
別
価
格

の
野
菜
や
特
産
品
、

土
曜
市
だ
け
で
し
か

手
に
入
ら
な
い
商
品

な
ど
、
お
得
な
商
品

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

●
所
在
地　

　

湧
水
町
木
場
６
７
７（
栗
野
駅
舎
内
）

●
営
業
時
間　

10
時
〜
16
時
30
分

●
休
館
日　

年
末
年
始

◎
問
い
合
わ
せ　

　

☎
０
９
９
５

－

74

－

５
６
９
０
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第
８
回
都
城
市
環
境
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
衣
類
な
ど
を
環

境
ま
つ
り
で
販
売
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

10
月
26
日
㈯　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
さ
い
せ
い
館
」

●
そ
の
他　

当
日
の
雨
天
対
策
は
各
自
で

準
備
く
だ
さ
い

　

９
月
30
日
㈪
ま
で
に
環
境
政
策
課

　
　
　

☎
23

－

２
１
３
０

施
設
見
学
会

●
日
時　

10
月
23
日
㈬

９
時
30
分
出
発　

15
時
30
分
帰
着
予
定 

●
集
合
時
間　

９
時
15
分

●
集
合
場
所　

都
城
運
動
公
園
野
球
場
駐

車
場
（
妻
ケ
丘
町
）　

●
行
程　

木
之
川
内
ダ
ム
（
山
田
町
）
↓

給
食
セ
ン
タ
ー
（
見
学
・
昼
食
）
↓
南
九

州
大
学
↓
南
消
防
署

●
対
象
・
定
員　

市
民
、
40
人

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
10
月
４
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
連
絡

し
ま
す

●
費
用　

３
４
１
円
（
給
食
の
試
食
を
申

し
込
ま
な
い
場
合
は
、
１
日
傷
害
保
険
料

１
０
０
円
）

※ 

飲
み
物
は
各
自
持
参
。
給
食
試
食
を
申

し
込
ま
な
い
人
は
弁
当
持
参

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
参
加
す
る
人
の

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

給
食
試
食
の
申
し
込
み
の
有
無
を
記
入

し
、
９
月
30
日
㈪
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広

聴
担
当
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
へ
郵
送
。

１
枚
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
応
募
可
（
代

表
者
に
は
、
◎
印
）

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－
３
１
７
４

市
長
と
語
ろ
う
！

ス
マ
イ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

市
長
自
ら
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
直
接
説
明

し
、
質
問
や
意
見
な
ど
を
聴
く
会
で
す
。

●
開
催
地
区
・
日
程
・
場
所

横
市

９
／
17
㈫　

横
市
地
区
公
民
館

妻
ケ
丘
９
／
26
㈭　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

山
之
口
10
／
３
㈭　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
城

10
／
８
㈫　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

ワ
ー
ル
ド
ビ
ー
ル
＆
ト
リ
ビ
ア
ナ
イ
ト

　

世
界
中
の
お
い
し
い
ビ
ー
ル
を
飲
み
な

が
ら
、
雑
学
ク
イ
ズ
に
チ
ー
ム
で
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
20
歳
以
上
の
人
が
対
象

で
個
人
や
グ
ル
ー
プ
（
１
グ
ル
ー
プ
は
６

人
）
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

※
前
売
り
券
の
み

●
日
時　

９
月
28
日
㈯

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
21
時（
時
間
厳
守
）

●
場
所　

メ
イ
ン
ホ
テ
ル

●
定
員　

90
人

●
参
加
料　

都
城
国
際
交
流
協
会
会
員

２
、７
０
０
円
、
一
般
３
、０
０
０
円

（
ビ
ー
ル
券
３
枚
と
軽
食
付
き
）

※
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

　

都
城
国
際
交
流
協
会

　
　
　

☎
23

－

２
２
９
５

山
田
の
か
か
し
村
ま
つ
り

●
日
時　

９
月
22
日
㈰　

12
時
〜
22
時

※ 

雨
天
の
場
合
は
歌
謡
シ
ョ
ー
の
み
山
田

体
育
館
で
18
時
よ
り
実
施
。
そ
の
ほ
か

は
23
日
㈪
に
順
延

●
場
所　

一
堂
ヶ
丘
公
園

●
内
容　

歌
謡
シ
ョ
ー
や
豚
の
丸
焼
き
ふ

る
ま
い
、マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
ふ
る
ま
い
、

花
火
大
会
（
３
、０
０
０
発
）
ほ
か

　

山
田
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　
　

☎
64

－

１
１
１
１

「
道
の
駅
」
都
城
彼
岸
ま
つ
り

●
日
時　

９
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

道
の
駅
都
城

●
内
容　

地
場
産
品
な
ど
の
実
演
販
売
、

刃
物
研
ぎ
実
演
、
イ
ベ
ン
ト
ほ
か

　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
38

－

４
５
６
１

募　

集

催　

し

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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薩
摩
古
道
散
策

　

緑
あ
ふ
れ
る
癒
し
の
空
間
、
薩
摩
古
道

を
あ
な
た
も
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

10
月
10
日
㈭　

８
時
集
合

※
小
雨
決
行

●
集
合
場
所　

青
井
岳
温
泉
入
口
駐
車
場

●
コ
ー
ス　

青
井
岳
温
泉
駐
車
場
よ
り
バ

ス
に
て
「
人
形
の
館
」
へ
移
動
後
、
薩
摩

古
道
で
青
井
岳
温
泉
ま
で
を
散
策（
13
㌔
）

●
参
加
費　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
弁
当
、
保
険
料
含
む
）

●
定
員　

60
人　

※
申
し
込
み
順

●
準
備
す
る
も
の　

飲
料
水
や
軍
手
、
タ

オ
ル
、
帽
子
、
杖
、
雨
具
、
厚
底
の
靴
、

着
替
え
な
ど

　

９
月
27
日
㈮
の
９
時
か
ら
山
之
口

総
合
支
所
産
業
振
興
課

☎
57

－

３
１
１
１

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

９
月
19
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

コ
ー
ル
・
ド
ル
チ
ェ

　

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

キ
ラ
キ
ラ
☆
高
崎
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク（
無
料
）

　

緑
豊
か
な
高
崎
総
合
公
園
で
一
緒
に
健

康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

10
月
27
日
㈰

８
時
30
分
受
付　

９
時
開
会

※
小
雨
決
行

●
出
発
・
到
着
場
所

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
コ
ー
ス　

高
崎
総
合
公
園
内（
約
６
㌔
）

●
定
員　

２
０
０
人　

※
要
申
し
込
み

●
持
参
す
る
も
の　

タ
オ
ル
、
飲
料
水
、

帽
子
、
健
康
保
険
証
（
写
し
）
な
ど

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

家
庭
教
育
支
援
講
座
（
無
料
）

●
日
程
・
講
座
名

10
／
8
㈫
家
族
・
家
庭
の
大
切
さ

乳
幼
児
期
の
子
育
て
で
大
切
に
し

た
い
こ
と

「
遊
び
で
育
つ
」
を
中
心
に

10
／
15
㈫
正
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
見
方

心
と
か
ら
だ
の
発
達
を
促
す
運
動

遊
び

10
／
22
㈫
支
え
て
欲
し
い
子
ど
も
た
ち

〜
発
達
障
が
い
の
理
解
と
対
応
〜

子
ど
も
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
自

分
を
大
切
に
す
る
こ
と

10
／
29
㈫

家
庭
教
育
人
材
養
成
講
座
修
了
生

講
話

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
男
女

共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

●
時
間　

９
時
30
分
〜
12
時（
９
時
受
付
）

●
会
場　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　

３
号
館
大
講
義
室

●
定
員　

１
０
０
人

※
小
学
生
未
満
の
無
料
託
児
あ
り

　

９
月
30
日
㈪
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23

－

９
５
４
５

み
や
こ
ん
じ
ょ
古
文
書
講
座

　

都
城
島
津
邸
で
は
、
学
芸
員
に
よ
る
古

文
書
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
〜
平
成
26
年
2
月
の
毎
月

第
１
・
３
土
曜
日　

14
時
〜
16
時　

●
場
所　

都
城
島
津
伝
承
館

●
内
容　

古
文
書
解
読
と
解
説
ほ
か

●
定
員　

25
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

●
参
加
料　

５
０
０
円

　

９
月
25
日
㈬
〜
10
月
18
日
㈮
に
都

城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

秋
の
園
芸
教
室
（
パ
ン
ジ
ー
）

●
日
時　

９
月
22
日
㈰　

 

９
時
〜
12
時

●
場
所　

緑
の
相
談
所
（
早
水
公
園
内
）

●
内
容　

パ
ン
ジ
ー
の
種
ま
き
や
鉢
上

げ
、
定
植
、
腐
葉
土
作
り
ほ
か

●
定
員　

20
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
持
参
す
る
も
の

軍
手
、
帽
子
、
タ
オ
ル

　

９
月
13
日
㈮
ま
で
に
道
路
公
園
課

　
　
　

☎
23

－

２
６
１
３

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
20
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

講
座 

・ 

教
室

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
建
築

科
と
ゆ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン
科
は
5
人
以
上

で
開
催
し
ま
す
。

【
※
Ｃ
Ａ
Ｄ
建
築
科
（
４
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月･

木
曜
日　

19
時
〜
21
時　

10
月
３
日
㈭

●
費
用　

４
万
７
、０
０
０
円

【
パ
ソ
コ
ン
科
】

※
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
パ
ソ
コ
ン
科

ワ
ー
プ
ロ
＆
表
計
算
コ
ー
ス
（
６
カ
月
）

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
土
曜
日

９
時
〜
12
時　

10
／
５
㈯

●
費
用　

４
万
２
、０
０
０
円

※
ゆ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン
科

年
賀
状
作
成
コ
ー
ス
（
１
カ
月
）

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火･

木
曜
日　

19
時
〜
21
時　

10
／
１
㈫

●
費
用　

１
万
５
、０
０
０
円

※
ゆ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン
科

基
本
操
作
コ
ー
ス
（
１
カ
月
）

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火･

木
曜
日　

19
時
〜
21
時　

11
／
５
㈫

●
費
用　

１
万
５
、０
０
０
円

※
ゆ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン
科

表
計
算
基
礎
コ
ー
ス
（
１
カ
月
）

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火･

木
曜
日

19
時
〜
21
時　

12
／
３
㈫

●
費
用　

１
万
５
、０
０
０
円

※
印
の
付
い
て
い
る
受
講
科
目
の
受
講
料

は
テ
キ
ス
ト
代
込
み
で
す

【
洋
裁
科
（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

第
２
・
４
土
曜
日

９
時
〜
13
時　

10
月
12
日
㈯

●
費
用　

２
万
円

【
手
編
み
科
（
１
年
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
曜
日

10
時
〜
15
時　

10
月
１
日
㈫

●
費
用　

５
万
円

【
着
付
け
科
（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
木
曜
日

朝
の
部　

10
時
〜
12
時　

10
月
３
日
㈭

昼
の
部　

13
時
〜
15
時　

10
月
３
日
㈭

夜
の
部　

19
時
〜
21
時　

10
月
３
日
㈭

●
費
用　

１
万
１
、０
０
０
円

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

①
隔
週
金
曜
日　

９
時
〜
12
時

　

10
月
４
日
㈮

②
隔
週
土
曜
日　

９
時
〜
12
時

　

10
月
12
日
㈯

●
費
用　

２
万
１
、０
０
０
円

　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23

－

２
３
１
６

陶
芸
教
室

　

１
年
間
で
陶
芸
に
関
す
る
知
識
技
能
を

習
得
す
る
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

10
月
〜
平
成
26
年
９
月
の
毎
週
火
曜
日

午
前
の
部　

10
時
〜
12
時

午
後
の
部　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
開
講
日　

10
月
８
日
㈫

●
場
所　

竹ち
く
ら楽
の
お
サ
ト
「
竹
楽
館
」

●
定
員　

各
15
人

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り

●
費
用　

月
３
、０
０
０
円

　

竹
楽
館　

☎
58

－

６
１
５
０

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

９
／
25
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分　
　

ツ
イ
ン
チ
ー
ズ
・
抹
茶
リ
ン
グ

10
／
９
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分　
　

雑
穀
ブ
レ
ッ
ト
・
黒
ゴ
マ
折
り
込
み
パ
ン

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
定
員　

各
12
人

●
費
用　

１
回
当
た
り
２
、５
０
０
円

※
材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

陸
上
競
技
審
判
員
講
習
会

●
日
時

講
義　

10
月
12
日
㈯　

17
時
〜

実
技　

10
月
13
日
㈰　

８
時
〜

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
対
象
者　

新
規
に
審
判
員
資
格
を
取
得

し
た
い
人
（
競
技
歴
不
問
）、
競
技
者
と

し
て
日
本
陸
連
登
録
を
希
望
す
る
人

●
受
講
料　

無
料

※
登
録
料
３
、０
０
０
円
程
度
必
要

　

９
月
30
日
㈪
ま
で
に
都
城
市
陸
上

競
技
協
会
事
務
局

☎
26

－

４
５
１
０
（
18
時
以
降
）

m
ac3550@

arrow
.ocn.ne.jp

講
座 

・ 

教
室

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト

９
／
22
㈰　

10
時
〜
11
時
30
分　

10
人

８
０
０
円　

締
め
切
り
：
９
／
18
㈬

着
物
着
付
け
教
室
（
無
料
）

①
基
本
的
な
着
付
け
と
「
名
古
屋
帯
」
の
結
び
方

　

９
／
22
㈰　

13
時
〜
15
時

②
基
本
的
な
着
付
け
と
「
袋
帯
」
の
結
び
方

　

９
／
29
㈰　

13
時
〜
15
時

両
日
と
も
各
10
人　

締
め
切
り
：
９
／
17
㈫

※ 

準
備
す
る
も
の
は
、
申
し
込
み
時
に
確
認
く

だ
さ
い

田
舎
の
お
や
つ
（
ふ
く
れ
菓
子
・
よ
も
ぎ
大
福
）

９
／
28
㈯　

10
時
〜
13
時　

20
人　

５
０
０
円

締
め
切
り
：
９
／
24
㈫

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
持
参
く
だ
さ
い

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

●
日
時　

10
月
16
日
㈬
〜
11
月
20
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　

10
時
15
分
〜
12
時

●
場
所　

安
久
児
童
館

●
対
象

５
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者

●
内
容　

カ
ナ
ダ
で
生
ま
れ
た
子
育
て
中

の
親
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
定
員　

12
人　

※
申
し
込
み
順
。
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
参
加
費　

２
０
０
円
（
お
茶
代
）

　

安
久
児
童
館
（
中
元
）

　
　
　

☎
・
FAX 

39
－

５
８
５
５

ア
ー
ク
溶
接
な
ど
の
業
務
特
別
教
育
講
習

●
日
程　

９
月
21
日
㈯
〜
23
日
㈪

●
場
所

【
学
科
】
都
城
地
区
建
設
業
協
会

【
実
技
】
都
城
工
業
高
校

●
定
員　

80
人

●
受
講
料　

１
万
３
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

免
除
者
は
１
万
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
、０
５
０
円

　

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部　

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

９
月
26
日
㈭　

14
時
〜

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　
　

教
育
研
修
棟

●
内
容　

高
齢
者
の
泌
尿
器
科
疾
患　
　

●
定
員　

先
着
80
人（
申
し
込
み
は
不
要
。

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

子育て支援センター行事予定

◆都城市子育て支援センター ☎ 22-1659

９/25 ㈬
10 時～　

子育て講座「子どもの心の育ちに
合った絵本の選び方」
※要申し込み。託児あり

９/30 ㈪
13 時 30 分 ～
　　

あかちゃんパーク・集いの日
わらべ歌や絵本の読み聞かせほか
対象：０・１歳の親子・妊婦
場所：社会福祉センター

10/ ７㈪
10 時～　

ふたごの会
対象：ふたご以上の親子・妊婦

10/ ９㈬
10 時～　　

子育て広場 ｢みんなであそぼう｣
場所：中郷地区公民館

◆山之口子育て支援センター ☎ 57-3298

９/24 ㈫
10 時～

出前保育「ぽっかぽか」　
場所：下富吉地区体育館

９/25 ㈬
14 時～

マタニティ教室　プチプチ
初・経産婦さん、みんなで楽しく
お話しましょう

９/27 ㈮
10 時 30 分～

高齢者施設慰問
場所：ひばり苑

◆山田子育て支援センター ☎ 64-3171

９/10 ㈫
10 時～

乳児のおやつ調理実習
※要申し込み

９/18 ㈬
10 時 30 分～

「赤ちゃんもリラックス」
ベビーマッサージ

９/25 ㈬
10 時～ 誕生会 ｢８・９月生まれ｣

10/13 ㈰
運動会を楽しもう
山田中央保育所の運動会に一緒に
参加します
※要申し込み

◆各子育て支援センター合同行事

９/11 ㈬
10 時～

子育て講演会
「子どもの育ちとあそび－３歳以上」
場所：南九州大学都城キャンパス
※要申し込み。託児あり

※ ほかにもさまざまな行事があります。詳しくは、
各子育て支援センターに問い合わせください

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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生
涯
学
習
講
座

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

布
ぞ
う
り
作
り
（
全
３
回
）

隔
週
木
曜
日
（
10
／
３
㈭
〜
31 
㈭
）　

10
時
〜
12
時　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城（
志
比
田
町
）

１
、９
５
０
円　

締
め
切
り
：
９
／
24
㈫

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
（
全
20
回
）

毎
週
水
曜
日
（
10
／
２
㈬
〜
２
／
26 

㈬
）

９
時
15
分
〜
10
時
15
分　

沖
水
地
区
公
民
館

１
万
１
、７
０
０
円　

締
め
切
り
：
９
／
21
㈯

パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
基
礎
講
座
（
全
20
回
）

毎
週
水
曜
日
（
10
／
２
㈬
〜
２
／
26 

㈬
）

10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

沖
水
地
区
公
民
館

１
万
１
、７
０
０
円　

締
め
切
り
：
９
／
21
㈯

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－
４
０
８
０

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
プ
レ
ゼ
ン
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　

中
小
企
業
で
働
く
人
を
対
象
に
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
手
法
や
、
ア
イ
パ
ッ
ド

の
基
本
操
作
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
資
料
の
取
り
込
み
方
法
な
ど
を
学
ぶ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
４
日
㈮
・
11
日
㈮

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
21
時

●
場
所

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

15
人　

※
選
考
あ
り

　

都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　
　
　

☎
23

－

２
４
１
２

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

多
重
債
務
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

９
月
20
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

労
働
相
談
（
無
料
）

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
職
場
で
の
労
働

者
個
人
と
使
用
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

労
働
相
談
週
間
に
合
わ
せ
て
、
次
の
期

間
は
平
日
夜
間
、
土
・
日
曜
日
も
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

10
月
7
日
㈪
〜
13
日
㈰

【
平
日
】　

８
時
30
分
〜
20
時

【
土
・
日
曜
日
】　

９
時
〜
17
時

　

働
く
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
５
３
８

く
ら
し
の
無
料
相
談
会

●
日
時　

10
月
5
日
㈯　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

遺
言
や
相
続
、交
通
事
故
な
ど
、

暮
ら
し
全
般
に
か
か
わ
る
相
談

　

宮
崎
県
行
政
書
士
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

－

３
２
４
０

相　

談

講
座 

・ 

教
室

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

９
月
17
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

９
月
24
日
㈫ 　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

ご
み
の
搬
入
規
制

　

清
掃
工
場
の
定
期
点
検
整
備
の
た
め
、

次
の
期
間
は
草
・
木
類
、
せ
ん
定
く
ず
、

粗
大
ご
み
（
木
製
家
具
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
な

ど
）、
事
業
系
の
布
団
の
搬
入
は
で
き
ま

せ
ん
。
な
お
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

草
・
木
類
、
せ
ん
定
く
ず
の
持
ち
出
し
も

遠
慮
く
だ
さ
い
。
再
利
用
可
能
な
木
製
家

具
は
事
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
36

－
３
９
０
０
）
に
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
解
除
日
の
11
月
20
日
㈬
は
渋
滞

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
時
間
に
ゆ
と
り
を

も
っ
て
搬
入
く
だ
さ
い
。

●
搬
入
規
制
期
間

　

10
月
15
日
㈫
〜
11
月
19
日
㈫

※ 

こ
の
期
間
以
外
で
も
機
械
の
故
障
な
ど

で
搬
入
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

搬
入
の
場
合
は
、
必
ず
清
掃
工
場
へ
確

認
を
お
願
い
し
ま
す

　

清
掃
工
場　

☎
23

－

０
２
７
７

胃
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

10
／
１
㈫
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

10
／
８
㈫
庄
内
地
区
公
民
館

10
／
10
㈭
祝
吉
地
区
公
民
館

10
／
11
㈮
山
之
口
地
区
公
民
館

10
／
15
㈫
志
和
池
地
区
公
民
館

10
／
16
㈬
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

10
／
29
㈫
横
市
地
区
公
民
館

●
受
付　

８
時
〜
11
時

●
検
診
料　

１
、１
０
０
円

※ 

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、

保
険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各

種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提

示
す
れ
ば
、
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

建
築
確
認
申
請
に
伴
う
完
了
検
査
申
請

受
付
締
切
日
の
変
更

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
建
築
物
な
ど
の
完

了
検
査
申
請
の
受
け
付
け
を
検
査
日
前
日

の
16
時
30
分
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

10
月
１
日
か
ら
次
の
通
り
変
更
し
ま
す
。

●
検
査
日　

毎
週
火
・
木
曜
日

●
受
付
締
切
日

火
曜
日
希
望
前
週
の
金
曜
日
16
時
30
分
ま
で

木
曜
日
希
望
火
曜
日
16
時
30
分
ま
で

※ 

検
査
時
間
の
連
絡
は
、
検
査
前
日
の
午

前
中
に
建
築
課
か
ら
連
絡
し
ま
す

　

建
築
課　

☎
23

－

２
５
８
４

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

　

10
月
１
日
現
在
で
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生

活
に
関
す
る
も
っ
と
も
基
本
的
で
重
要
な

調
査
で
、
全
国
約
３
５
０
万
世
帯
を
対
象

に
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。
調
査
の
結

果
は
、国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る「
住

生
活
基
本
計
画
」
の
成
果
指
標
の
設
定
な

ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
が
調
査
世
帯
へ
、
調
査
票

の
記
入
を
お
願
い
に
訪
問
し
た
と
き
は
、

調
査
票
へ
の
記
入
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

情
報
政
策
課　

☎
23

－

２
５
６
２

が
ん
患
者
家
族
交
流
会　

●
日
時　

９
月
24
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

●
内
容　

が
ん
の
痛
み
と
対
処
方
法

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医

療
連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

お
知
ら
せ

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です

21 Miyakonojo City Public Relations 2013.9



22

市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　

10
月
の
定
期
募
集
で
入
居
を
希
望
す

る
人
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

９
月
13
日
㈮　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

●
対
象　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望

し
て
い
て
、
次
の
入
居
条
件
を
満
た
し

て
い
る
人

●
入
居
条
件

① 

都
城
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
生
活
し

て
い
る
こ
と

※ 

抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に

３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

② 

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
こ
と

※ 

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、
生
活

保
護
受
給
者
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ

ば
、
単
身
入
居
で
き
る
団
地
も
あ
り

ま
す
。
入
居
の
た
め
に
不
自
然
な
世

帯
分
離
を
し
て
い
る
と
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん

③ 

政
令
月
収
（
世
帯
の
年
間
総
所
得
か

ら
扶
養
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
た

総
額
に
基
づ
い
た
平
均
月
収
）
が

15
万
８
、０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ

と
④ 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

関
の
適
合
証
の
有
無
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※ 

非
住
宅
な
ど
の
建
築
物
の
認
定
申
請

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
建
築

課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
低
炭
素
建
築
物
と
は

　

低
炭
素
建
築
物
と
は
、
生
活
や
活
動

に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
抑

制
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

て
、
都
市
計
画
区
域
内
の
用
途
地
域
内

に
建
築
さ
れ
る
住
宅
な
ど
の
建
築
物
で

す
。

●
低
炭
素
建
築
物
の
認
定
を
受
け
る
と

　

認
定
を
受
け
る
と
、
一
戸
建
て
の
住

宅
で
は
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
な
ど
の
優
遇

措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

建
築
課　

☎
23

－

２
５
８
４

か
な
こ
と

※ 

持
ち
家
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

美
術
館
・
都
城
島
津
邸
・
都
城
歴
史
資
料
館

合
同
割
引
企
画

　

次
の
い
ず
れ
か
の
特
別
展
を
鑑
賞
し

た
後
、
そ
の
半
券
を
別
の
特
別
展
で
提

示
す
る
と
、
団
体
料
金
で
鑑
賞
で
き
ま

す
。

※
個
人
鑑
賞
の
み

●
特
別
展

美
術
館

11
／
10
㈰
〜
12
／
15
㈰

「
生
誕
１
３
０
年 
魯
山
人
の
宇
宙
展
」

都
城
島
津
邸

10
／
12
㈯
〜
11
／
24
㈰

「
幕
末
維
新
」
近
代
国
家
へ
の
飛
躍

都
城
歴
史
資
料
館

９
／
10
㈫
〜
1
／
13
㈪

都
城
歴
史
資
料
館
ダ
ブ
ル
企
画
展

「
大
島
畠
田
遺
跡
」
展
と
「
近
代
都
城
の
あ

ゆ
み
」
展

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
の

認
定
審
査
手
数
料

　

市
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
、
低
炭
素

建
築
物
新
築
等
計
画
の
認
定
を
受
け
る

た
め
の
審
査
業
務
を
有
料
と
し
ま
す
。

な
お
、
認
定
審
査
手
数
料
は
、
審
査
機

お
知
ら
せ

スズメバチに注意！
　これから秋にかけて、スズメバチの活動が活発に
なり、毎年ハチに刺される被害が発生します。
　被害に遭わないために次の点に注意しましょう。
●巣に近づかない　スズメバチが飛んでいる場合は、
近くに巣がある可能性があります。ハチを刺激しな
いよう、すぐにその場所から離れましょう。巣をつついたり、近くの
枝などを触ったりするのも危険です。巣の前を急いで横切ったり、振
動を与えたりするなどの動作は避けましょう。
●服装や匂いに注意　山などに出掛けるときは、長袖や長ズボンを着
て帽子をかぶり、肌の露出は避けましょう。ただし、スズメバチは黒
いものに向かってくる性質があるので、黒い色の服は着ないようにし
ましょう。匂いにも反応しますので、強い香りのする香水や整髪料、
ヘアスプレーなども控えましょう。
【ハチの巣の駆除方法】　市では私有地におけるハチの巣の駆除は行っ
ていません。土地の所有者または管理者に駆除をお願いしています。
なお、駆除は、大変危険ですので、専門業者に相談ください。
　専門業者は、タウンページの「消毒業」の欄や、ホームページをご
覧ください。
　環境政策課　☎ 23 － 2130　または各総合支所市民生活課

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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23

平
成
26
年
度
電
気
柵
な
ど
の
購
入
費
助
成

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農
林

作
物
へ
の
被
害
対
策
の
た
め
、
電
気
防

護
柵
お
よ
び
爆
音
機
の
購
入
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
人

●
補
助
金
額　

電
気
防
護
柵
ま
た
は
爆

音
機
の
購
入
経
費
の
10
分
の
６
以
内

●
配
布
予
定
時
期　

平
成
26
年
７
月
〜
８
月

●
そ
の
他　

申
請
多
数
の
場
合
は
、
選

考
あ
り

　

10
月
８
日
㈫
ま
で
に
森
林
保
全

課　

☎
23

－

２
１
５
２

地
籍
図
（
簿
）
の
閲
覧

　

平
成
24
年
度
実
施
の
地
籍
調
査
で
作

成
し
た
地
籍
図
（
簿
）
に
誤
り
が
な
い

か
確
認
く
だ
さ
い
。閲
覧
に
は
印
鑑（
ス

タ
ン
プ
式
印
鑑
は
除
く
）が
必
要
で
す
。

●
閲
覧
で
き
る
土
地　

高
野
町
の
一
部

（
字
上
大
塚
、
字
中
大
塚
、
字
下
大
塚
）

●
閲
覧
場
所
・
日
時

西
岳
地
区
公
民
館

９
／
17
㈫
〜
26
㈭　

９
時
30
分
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
閲
覧
で
き
ま
す

農
村
整
備
課

９
／
27
㈮
〜
10
／
10
㈭　

９
時
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん

　

農
村
整
備
課　

☎
23

－

２
９
８
２

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。
購
入
す
る
場
合
は
、
地
元

の
販
売
所
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
賞
金　
　
　

【
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
】

１
等　

３
億
３
、０
０
０
万
円

１
等
の
前
後
賞　

各
３
、０
０
０
万
円

２
等　

１
、０
０
０
万
円　

ほ
か

●
発
売
期
間

９
月
20
日
㈮
〜
10
月
11
日
㈮

●
発
売
場
所　

全
国
の
宝
く
じ
売
場

●
抽
せ
ん
日　

10
月
18
日
㈮

　

財
政
課　

☎
23

－

２
１
１
３

産
地
が
わ
か
る
！

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

　

平
成
21
年
４
月
に
、
米
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
法
が
成
立
し
、
平
成
23
年
7
月

か
ら
は
、
コ
メ
の
産
地
の
伝
達
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、

消
費
者
の
皆
さ
ん
は
、
外
食
店
や
小
売

店
な
ど
に
お
い
て
、
メ
ニ
ュ
ー
や
店
内

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
９/15
㈰

教山医院（内・小） 62-1205
ベテスダクリニック（内） 22-1700
あきづき医院（内・心内） 36-0534
宗正病院（外） 22-4380
橘病院（整） 23-7236
やの耳鼻科（耳鼻） 27-5222
ときわ歯科医院 21-1588

９/16
㈪

畠中小児科医院（小） 52-6000
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
黒松病院（内） 38-1120
吉松病院（外・整） 25-1500
花房病院（泌） 25-1177
永吉眼科（眼） 22-1530
はた歯科医院 22-3005

９/22
㈰

志々目医院（内・小） 57-2004
藤元上町（内） 23-4000
いづみ内科（内） 22-7111
吉見クリニック（外・整・内） 58-5633
きたむら皮膚科クリニック（皮・ｱﾚ） 38-7300
野田医院（産・婦） 24-8553
中崎歯科医院 62-5030

９/23
㈪

海老原内科（内・小） 64-1211
三嶋内科（内） 24-7171
たき診療内科（心内・精・神内） 46-9191
柳田病院（脳・外） 22-4862
庄内医院（整・ﾘﾊ） 37-0522
ふたみ眼科（眼） 38-5532
中条歯科医院 52-1537

９/29
㈰

久保原田中医院（内・小） 22-7700
瀬ノ口医院（内・消） 25-5155
大橋クリニック（内・消・ﾘﾊ） 37-0539
仮屋外科（外・胃・内・肛門） 25-7712
石井皮膚科（皮） 23-4588
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 51-1187
やすひさ歯科医院 39-5900

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、
歯科医師会は☎25-4100）で確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局

９/15 ㈰ トロン、すずかけ、オレンジ、ケーアイ都城
９/16 ㈪ ひばり、上町おおた、マリンバ姫城

９/22 ㈰ 南山堂都城上町、グリーン、ケーアイ吉尾
９/23 ㈪ わかば、東町、都北町

９/29 ㈰ 姫城、ふれあい庄内、しびた、古川、ひむか三股、ハートハンズ

みやざき医療ナビ

掲
示
、
商
品
の
容
器
や
包
装
を
見
る
こ

と
で
、
原
料
米
の
産
地
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
事
項
を

守
り
、
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
の

適
正
な
運
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

• 

コ
メ
や
コ
メ
加
工
品
の
流
通
に
は
、

取
引
記
録
の
作
成
・
保
存
と
産
地
情

報
の
伝
達
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す

• 

一
般
消
費
者
に
コ
メ
や
コ
メ
加
工
品

を
販
売
提
供
す
る
場
合
に
は
、
産
地

情
報
の
伝
達
を
行
う
こ
と
が
、
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　

九
州
農
政
局
宮
崎
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
８
５

－

22

－

５
８
０
６

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です

Miyakonojo City Public Relations 2013.9



９月16日～10月15日
都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

◎問い合わせ

都城市立図書館　●休館日／９月16日・17日・23日・24日・30日・10月３日・７日・14日・15日　　●開館時間／９：30～18：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　※水曜日は20：00まで開館  
高城図書館　　　●休館日／９月16日・17日・23日・24日、10月１日・８日・14日・15日　　　　　 ●開館時間／９：30～18：00

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会

（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
９
月
21
日
㈯　

19
時
30
分
〜

※ 

夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必

ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
会

●
９
月
25
日
㈬　

15
時
〜

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

読
み
聞
か
せ
会

●
９
月
28
日
㈯　

11
時
〜

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
９
月
26
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
10
月
12
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

さ
る
か
に

　
　
　
（
日
本
の
民
話
）

都
城
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
城
図
書
館

出町譲（著）文藝春秋（出版）

清貧にして私情無し、国のため世界の
ため、そして将来のために行革を断行
した男。礎となったのは母の100の教え
であった。

村山哲哉（監修）高橋書店（出版）

「こころ」はとっても不思議なもの。「あ
の人はなぜ怒りっぽいの？」「優しさっ
て、強さってなに？」皆さんの疑問を
すっきり解決します。

スーザン・ペロー（著）尾木直樹（監修）
須長千夏（訳）東京書籍（出版）

海外で高い評価を得た、子どもの心を
癒やす効果のある話を集めた本。なぜ
心に響くのか？　それは「お話は子ども
の気持ちを知っている」から。

ローラ・Ｍ・シェーファー（作）垣内磯子（訳）
ジェシカ・ミザーヴ（絵）フレーベル館（発行）
スペンサーはとても元気でやんちゃな男
の子。ある日、赤ちゃんがやってきます。
おにいちゃんになる日は、とてもすばらし
い日…

「母の力　土光敏夫を
つくった100の言葉」

「こころのふしぎ　なぜ？　どうして？」

「お話で育む子どもの心」

「おにいちゃんになるひ」

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日　

曜
日
に
限
り
住
民
票
や
印
鑑　

証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

「
桜さ
く
ら
だ田

事じ
へ
ん変

絵え
ま
き巻

」

一般 一般

児
童

児
童

　

嘉か
え
い永
６
年
（
１
８
５
３
）
６
月
、
ア
メ
リ
カ
東

イ
ン
ド
艦
隊
の
ペ
リ
ー
は
、
神
奈
川
沖
に
来
航
し

開
港
を
求
め
ま
し
た
。
当
時
の
江
戸
幕
府
は
、
こ

う
し
た
国
外
か
ら
の
圧
力
に
加
え
、
13
代
将
軍

家い
え
さ
だ定

の
後
継
ぎ
問
題
な
ど
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
幕
府
の
大

老
職
に
就
い
た
彦
根
藩
主
の
井い

い伊
直な

お
す
け弼

は
、
安
政

５
年
（
１
８
５
８
）、
日
米
修
好
通
商
条
約
を
締

結
す
る
と
と
と
も
に
、
徳
川
慶よ
し
と
み福
（
後
の
家い
え
も
ち茂
）

を
将
軍
の
後
継
ぎ
に
決
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
反
発
し
て
過
激
な
行
動
に
出
た
志
士
た

ち
を
処
罰
し
た
直
弼
は
、万ま
ん
え
ん延
元
年（
１
８
６
０
）、

外
桜
田
門
（
現
在
の
千
代
田
区
霞
が
関
）
近
く
で

水
戸
や
薩
摩
の
浪
士
ら
18
人
に
襲
撃
さ
れ
、
命
を

落
と
し
ま
し
た
。

　

襲
撃
し
た
人
の
中
に

は
、
都
城
に
一
時
住
ん
で

い
た
薩
摩
の
志
士
有
村

次じ
ざ
え
も
ん

左
衛
門
が
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
事
件
に
よ

っ
て
、
幕
府
の
威
信
は
失

墜
し
、
幕
末
の
激
動
期
へ

と
突
入
し
て
い
き
ま
し
た
。
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◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

ウランバートル市に行ってきました
バヤンバト・ムンフバヤルさん（モンゴル） 　Vol.16

●
私
が
加
入
し
て
い
る
自
治
公
民
館
は
結
束
力
が
あ
り
、

環
境
美
化
の
日
に
は
、
各
家
庭
の
周
辺
や
公
民
館
、
公

園
の
除
草
な
ど
、
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
と
清
掃
作

業
す
る
こ
と
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

（
鷹
尾
一
丁
目　

ド
ラ
ミ
の
マ
マ
さ
ん
）

●
い
よ
い
よ
夏
本
番
！　

環
境
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
快

適
な
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
毎
月
19
日

は
「
食
育
の
日
」。
夏
を
元
気
に
乗
り
切
る
た
め
、
夏

野
菜
の
ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
若
葉
町　

Ｋ
・
Ｈ
さ
ん
）

●
先
日
、
息
子
家
族
が
帰
省
し
ま
し
た
。
１
泊
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
５
歳
の
孫
娘
が
き
ち
ん
と
歯
磨
き
を
し
て

か
ら
寝
る
の
に
び
っ
く
り
！　

大
切
な
歯
を
守
る
た
め

に
も
、
そ
の
調
子
で
歯
磨
き
を
続
け
て
ね
。

（
山
之
口
町
富
吉　

山
之
口
カ
タ
ベ
ス
君
）

●
本
市
出
身
の
や
ま
さ
き
十じ
ゅ
う
ぞ
う三さ

ん
の
初
監
督
映
画
「
あ

さ
ひ
る
ば
ん
」
の
撮
影
が
、
市
内
で
行
わ
れ
た
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
11
月
の
公
開
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

（
姫
城
町　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
バ
さ
ん
）

●
人
の
風
景
に
登
場
し
た
枩ま
つ
し
た下

信の
ぶ
よ
し芳

さ
ん
。
河
川
浄
化
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
、
そ
の
後
の
活

動
状
況
な
ど
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

遊
べ
る
よ
う
な
、
き
れ
い
で
安
全
な
川
に
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
、
環
境
美
化
に
つ
な
が
る
の
で
す
ね
。

（
上
水
流
町　

も
も
え
さ
ん
）

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

今月号を読んでのわたしの一言

① ９月９日は「〇〇の日」。都城圏域の救急
医療を支えるドクターカー

②今年、全線開業〇〇〇周年を迎えたＪＲ吉
　都線。さまざまな記念イベントを開催

③あなたの一番知りたい情報は（自由回答） 

広報Vol.93

　6月末に市長を団長とするウランバート
ル市公式訪問に通訳として同行しました。
昨年末に一時帰国しましたが、夏のウラン
バートル市は、ほぼ 3年振りです。
　冬には氷点下 30℃のウランバートル
市は夏になると 32℃の日々です。海抜
1300mという標高の上に内陸なので、湿
気が少なくとても過ごしやすい季節です。
道路や建物の工事が増える季節ということ
もあって、冬と風景がだいぶ違います。
　390 年という若い歴史を持つウランバー
トル市の街づくりは、最大 50 万人の人口
を想定していましたが、現在は 120 万人を
超え人口急増による建築ラッシュ、環境汚
染などさまざまな課題に直面しています。
高い識字率、10％を超える経済成長率の反
面、経済格差も目立つようになってきまし
た。そんなウランバートル市ですが、いろ
いろと海外から学び、吸収して課題に向き
合おうと努力を重ねています。
　モンゴル人として、都城市
と友好交流都市の絆をさらに
深められたらと願います。



8 8 5 8 5 5 5

電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報都城 No.93 2013年９月号）

今月の読者プレゼント
施 設 案 内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や９月号を読んだ感想を書いて
〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選で
２組にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　9月30日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙11月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
ます。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください
◎７月号クイズの結果【応募総数52通】

　★正解／①ＥＴＣ　②美化　③トマト
◎７月号当選者　堤　裕子さん（蓑原町）

【都城焼肉カーニバルチケット　ペア２組】
商品提供事業者
（一社）都城観光協会
☎23ｰ2460
恒例となった都城焼肉
カーニバルが10月12日
㈯、観音池公園自由広
場で開催されます。皆
様のご来場をお待ちし
ています。

◆美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※９月２日㈪～26日㈭までは展示替作業のため休館
◎第60回都城市美術展覧会　9月27日㈮～10月14日㈪
◆都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）

入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※９月24日㈫～26日㈭までは薫蒸作業のため休館
◎企画展「大島畠田遺跡」・「近代都城のあゆみ」
　９月10日㈫～平成26年１月13日㈪
◆都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
観覧料「本宅」小学生以上100円
　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　 高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「災害と都城のひとびと」　～10月６日㈰
※期間中、小・中学生は本宅観覧料無料
◆人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演
　９月15日㈰　14：00～
◆山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9:00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10:00～16:00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10:00～15:00
          ㊎、㊏、㊗の前日は19:00～22:00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎中秋の名月観賞会　９月19日㈭　19:00～

▲

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

※９月16日～10月15日の日程



平成25年８月 1日現在 前月比 前年比
世帯数 70,708 世帯 （ 　59） （   303）
人口総数 167,176 人 （   36） （ － 845）
男 78,242 人 （    5） （ － 517）

女 88,934 人 （   31） （ － 328）
※平成22年国勢調査確定値基づく推計人口です

都城市現住人口

８ 月２日に都城市の公式フェイスブックペ
ージを開設しました。もうご覧になりまし

たか？　このページでは、市長自らが情報を発
信するほか、都城市の魅力や市の出来事、イ
ベント・観光情報などを市内外に向けて、毎日
発信しています。また、災害時には、避難所
の開設情報や防災情報なども発信
していく予定です。「いいね！」を
押してもらうと、日々更新される
情報がニュースフィードに送られ
てくるので、便利ですよ。（知）

都城盆地圏域 20 万人のお祭り広場、第 40 回盆地ま
つりが８月３日、中央通りなどで開催されました。

そろいの浴衣や法被姿で、26団体、約2,000人の踊り連が、
正調安久節やサンバヤッサヤッサの曲に合わせて躍動。
沿道の観客たちも一体と
なって声援を送っていま
した。好天に恵まれた今
年の祭りは、例年になく
活気にあふれ、夜遅くま
でにぎわっていました。

盆地の夏、最高潮！！

イベントカレンダー
（９月16日～10月15日）

※【　】内は場所、問は問い合わせ先

都城市エリア

９
月

28日㈯　15：00～20：00（19：30まで受付）
観月お茶会【旧後藤家商家交流資料館】
問　旧後藤家商家交流資料館　☎58-6900

29日㈰　14：00～
オータムフェスタ【ウエルネス交流プラザ】
問　生活文化課　☎23-7180

10
月

12日㈯　11：00～21：00
都城焼肉カーニバル2013【観音池公園自由広場】
問　都城観光協会 ☎23-2460

14日㈪
吉都線全線開業100周年記念イベント
【ＪＲ都城駅前】
問　商業観光課 ☎23-2983

環霧島エリア

９
月

～10月20日㈰　9：00～
かごしまアートフェスタ2013【霧島アートの森】
問　霧島アートの森　☎0995-74-5945

20日㈯　19：00～
フレンズコンサート in Soo vol.6
【曽於市大隅文化会館】
問　曽於市大隅文化会館　☎099-482-1216

◆編集後記

インフォメーション

今月の表紙

スマートフォンか
らも市政情報がご
覧になれます

曽於市

湧水町

●日時　10月28日㈪
　　　　開演19:00　（開場　18:30）
●料金　全席指定　Ｓ席6,500円　Ａ席6,000円　
　　　　※ 未就学児の入場不可

出演：川平慈英、長野博、
　　　松岡充、鈴木綜馬
美しいハーモニーと楽しくやんち
ゃな会話にあふれた、心温まる
ミュージカル。

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23ｰ7140

Forever Plaid
オフ・ブロードウェイ・ミュージカル

●日時　10月16日㈬　　14:00～16:00
●料金　500円　
　　　　　飲みものとお菓子付き

平日午後のひとときを、コーヒー片手にちょ
っとぜいたくに過ごしてみませんか？
都城市出身で数々のコンクール入賞も果た
すサックス奏者・細山田晃さんのコンサート
を行います。

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26ｰ7770

アフタヌーン・ティ　コンサート
　細山田晃
　サキソフォンコンサート

公式フェイスブック

テレビ番組

ラジオ番組
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
　①  6：50～　②11：50～　③17：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介
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